
日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

日
曜
日

行
　
　
事

1
月

学
年
・
前
期
開
始
1
水
月
3
【
変
則
】

1
土
土
7

1
月
月
1
1

1
木
木
1
6

1
日

1
火
火
1

1
金
金
5

1
日

1
水

元
日

1
土
土
1
5

1
土

2
火

2
木
木
3

2
日

2
火
火
1
2

2
金
金
1
6

2
月

2
水
水
1

2
土
土
5

2
月
月
8

2
木

2
日

2
日

3
水
春
期
休
業
終
了
3
金

憲
法
記
念
日

3
月
月
7

3
水
水
1
2

3
土
土
1
6

3
火

3
木
木
1

3
日

文
化
の
日

3
火
火
9

3
金

3
月
月
1
5

3
月

4
木

ガ
イ
ダ
ン
ス

4
土

み
ど
り
の
日

4
火
火
8

4
木
木
1
2

4
日

4
水

4
金
金
1

4
月

振
替
休
日

4
水
水
9

4
土

4
火
火
1
6

4
火

5
金

ガ
イ
ダ
ン
ス

5
日

こ
ど
も
の
日

5
水
水
8

5
金
金
1
2

5
月
月
1
6

5
木

5
土
土
1

5
火

午
前
月
3
【
変
則
】

午
後
月
4
【
変
則
】
5
木
木
9

5
日

冬
期
休
業
終
了

5
水
水
1
6

5
水

6
土

6
月

振
替
休
日

6
木
木
8

6
土
土
1
2

6
火
火
1
6

6
金

6
日

6
水
水
6

6
金
金
1
0

6
月

月
1
2

6
木
木
1
6

6
木

7
日

7
火
火
4

7
金
金
8

7
日

7
水

7
土

7
月
月
1

7
木
木
6

7
土
土
9

7
火

火
1
2

7
金
金
1
6

7
金

8
月

ガ
イ
ダ
ン
ス

8
水
水
4

8
土
土
8

8
月
月
1
2

8
木

8
日

8
火
火
2

8
金
金
6

8
日

8
水

水
1
2

8
土
土
1
6

8
土
入
試
中
期
※

9
火

入
学
式

9
木
木
4

9
日

9
火
火
1
3

9
金

9
月

9
水
水
2

9
土
土
6

9
月
月
9

9
木

木
1
2

9
日

9
日

1
0
水
水
1

1
0
金
金
4

1
0
月
月
8

1
0
水
水
1
3

1
0
土

1
0
火

1
0
木
木
2

1
0
日

1
0
火
火
1
0

1
0
金

金
1
3

1
0
月
月
1
6

1
0
月

1
1
木
木
1

1
1
土
土
4

1
1
火
火
9

1
1
木
木
1
3

1
1
日

山
の
日

1
1
水

1
1
金
金
2

1
1
月

午
前
月
4

午
後
月
5

1
1
水
水
1
0

1
1
土

土
1
3

1
1
火

建
国

記
念
の
日

1
1
火

1
2
金
金
1

1
2
日

1
2
水
水
9

1
2
金
金
1
3

1
2
月

振
替
休
日

1
2
木

1
2
土
土
2

1
2
火
火
6

1
2
木
木
1
0

1
2
日

1
2
水

1
2
水
入
試
後
期

1
3
土
土
1

1
3
月
月
4

1
3
木
木
9

1
3
土
土
1
3

1
3
火
大
学
休
業
日

1
3
金

1
3
日

1
3
水
水
7

1
3
金
金
1
1

1
3
月

成
人
の
日

1
3
木

1
3
木

1
4
日

1
4
火
火
5

1
4
金
金
9

1
4
日

1
4
水
大
学
休
業
日

1
4
土

1
4
月

ス
ポ
ー
ツ
の
日

1
4
木
木
7

1
4
土
土
1
0

1
4
火

火
1
3

1
4
金

1
4
金

1
5
月
月
1

1
5
水
水
5

1
5
土
土
9

1
5
月
海
の
日

1
5
木

夏
期
休
業
開
始

大
学
休
業
日

1
5
日

夏
期
休
業
終
了
1
5
火
火
3

1
5
金
金
7

1
5
日

1
5
水

水
1
3

1
5
土

1
5
土

1
6
火
火
1

1
6
木
木
5

1
6
日

1
6
火
月
1
3
【
変
則
】
1
6
金

1
6
月

敬
老
の
日

1
6
水
水
3

1
6
土
土
7

1
6
月
月
1
0

1
6
木

木
1
3

1
6
日

1
6
日

1
7
水
水
2

1
7
金
金
5

1
7
月
月
9

1
7
水
水
1
4

1
7
土

1
7
火

1
7
木
木
3

1
7
日

1
7
火
火
1
1

1
7
金

試
験
準
備

（
休
講
）

1
7
月

1
7
月

1
8
木

開
学
記
念
日

1
8
土
土
5

1
8
火
火
1
0

1
8
木
木
1
4

1
8
日

1
8
水

1
8
金
金
3

1
8
月

午
前
月
5

午
後
月
6

1
8
水
水
1
1

1
8
土

共
通
テ
ス
ト
※
1
8
火

1
8
火

1
9
金
金
2

1
9
日

1
9
水
水
1
0

1
9
金
金
1
4

1
9
月

1
9
木

1
9
土
土
3

1
9
火
火
7

1
9
木
木
1
1

1
9
日

共
通
テ
ス
ト
※
1
9
水

1
9
水

学
位
記
授
与
式

2
0
土
土
2

2
0
月
月
5

2
0
木
木
1
0

2
0
土
土
1
4

2
0
火

2
0
金

2
0
日

2
0
水
水
8

2
0
金
金
1
2

2
0
月

月
1
3

2
0
木

2
0
木

春
分
の
日

2
1
日

2
1
火
火
6

2
1
金
金
1
0

2
1
日

2
1
水
県
民
の
日

2
1
土

2
1
月
月
2

2
1
木
木
8

2
1
土
土
1
1

2
1
火

火
1
4

2
1
金

2
1
金

春
期
休
業
開
始

2
2
月
月
2

2
2
水
水
6

2
2
土
土
1
0

2
2
月
月
1
4

2
2
木

2
2
日

秋
分
の
日

2
2
火
火
4

2
2
金
金
8

2
2
日

2
2
水

水
1
4

2
2
土

2
2
土

2
3
火
火
2

2
3
木
木
6

2
3
日

2
3
火
火
1
4

2
3
金

2
3
月

振
替
休
日

2
3
水
水
4

2
3
土

勤
労
感
謝
の
日
2
3
月
月
1
1

2
3
木

木
1
4

2
3
日

天
皇
誕
生
日

2
3
日

2
4
水
水
3

2
4
金
金
6

2
4
月
月
1
0

2
4
水
水
1
5

2
4
土

2
4
火

2
4
木
木
4

2
4
日

2
4
火

2
4
金

金
1
4

2
4
月

振
替
休
日

2
4
月

2
5
木
木
2

2
5
土
土
6

2
5
火
火
1
1

2
5
木
木
1
5

2
5
日

2
5
水

2
5
金
金
4

2
5
月

午
前
月
6

午
後
月
7

2
5
水

2
5
土

土
1
4

2
5
火
入
試
前
期
※

2
5
火

2
6
金
金
3

2
6
日

2
6
水
水
1
1

2
6
金
金
1
5

2
6
月

2
6
木

2
6
土
土
4

2
6
火
火
8

2
6
木

2
6
日

2
6
水

2
6
水

2
7
土
土
3

2
7
月
月
6

2
7
木
木
1
1

2
7
土
土
1
5

2
7
火

2
7
金

2
7
日

2
7
水
金
9
【
変
則
】

2
7
金

2
7
月

月
1
4

2
7
木

2
7
木

2
8
日

2
8
火
火
7

2
8
金
金
1
1

2
8
日

2
8
水

2
8
土

2
8
月

午
前
休
講

午
後
月
3

2
8
木

午
前
月
7
【
変
則
】

午
後
休
講

2
8
土
土
1
2

2
8
火

火
1
5

2
8
金

2
8
金

2
9
月

昭
和
の
日

2
9
水
水
7

2
9
土
土
1
1

2
9
月
月
1
5

2
9
木

2
9
日

2
9
火
火
5

2
9
金

推
薦
・
帰
国
生
徒

入
試
※

2
9
日

冬
期
休
業
開
始
2
9
水

水
1
5

2
9
土

3
0
火
火
3

3
0
木
木
7

3
0
日

3
0
火
火
1
5

3
0
金

3
0
月
前
期
終
了

3
0
水
水
5

3
0
土
土
8

3
0
月

3
0
木

木
1
5

3
0
日

3
1
金
金
7

3
1
水
水
1
6

3
1
土

3
1
木
木
5

3
1
火

3
1
金

金
1
5

3
1
月

は
休
業
日

赤
字
は
、
主
な
行
事
、
注
意
が
必
要
な
休
講
日
、
入
構
禁
止
日

※
印
の
日
は
入
試
の
た
め
大
学
構
内
へ
の
入
構
制
限
あ
り
。
一
般
学
生
は
入
構
で
き
ま
せ
ん
。

は
通
常
授
業
が
行
わ
れ
な
い
日

青
字
は
、
変
則
日
程

令
和
６
年
度
　
静
岡
県
立
大
学
年
間
授
業
予
定
表

2
0
2
4
年
4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

2
0
2
5
年
1
月

2
月

3
月

前
期
及
び
通
年
科
目
の

履
修
登
録
（
下
旬
ま
で
）

T
O
E
IC
-
IP
テ
ス
ト
（
初

旬
）

【
対
象
者
】

全
学
部
の
1
，
2
年
生

T
O
E
IC
-
IP
テ
ス
ト
（
初

旬
）

【
対
象
者
】

全
学
部
の
1
年
生
、

国
際
関
係
学
部
2
年
生

後
期
科
目
の
履
修
登

録
（
中
旬
ま
で
）

補 講 期 間 ・ 前 期 試 験

集 中 講 義

補 講 期 間 ・ 後 期 試 験

オ ー プ ンキ ャ ン パ ス

剣
祭

集 中 講 義

補 講 期 間 ・ 前 期 試 験

新
入
生

歓
迎
行
事

補 講 期 間 ・ 後 期 試 験

1



2
0
2
4
年

度
　

大
学

院
　

国
際

関
係

学
研
究
科
　
時
間
割
表
 
（
前
期
）
（
2
0
2
4
年
度
以
後
入
学
生
）

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

前
期
国
際
社
会
研
究
Ⅲ
A
（
二
羽
）

前
期
国
際
開
発
研
究
I
A
（
飯
野
光
）

前
期
国
際
法
研
究

Ⅰ
A
（
坂
巻
）

前
期
中
国
政
治
外
交
研
究

A
（
大
野
）

前
期
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
研
究

Ⅱ
A
（
飯
野
勝
）

前
期
行
動
計
量
学
研
究

A
（
坪
田
）

前
期
日
本
政
治
外
交
研
究

I
A
（
前
山
）

前
期
国
際
社
会
研
究

Ⅱ
A
（
石
井
）

前
期
現
代
社
会
研
究
Ⅱ
A
（
渡
邉
）

調
整
中

前
期
現
代
社
会
研
究

Ⅲ
A
（
坪
田
）

前
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅱ
A
（
山
下
）

前
期
文
化
人
類
学
研
究
法

A
（
富
沢
壽
）

調
整
中
前
期
国
際
法
研
究

Ⅱ
A
（
石
川
）

前
期
現
代
社
会
研
究
Ⅰ
A
（
犬
塚
）

前
期
国
際
政
治
研
究

A
（
小
窪
）

前
期
広
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究

A
（
浜
）

前
期
国
際
行
動
研
究

A
（
高
畑
）

前
期
国
際
経
営
研
究

Ⅱ
A
（
宮
崎
）

前
期

E
U
政
治
研
究
A
（
小
窪
）

前
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅰ
A
（
佐
藤
）

前
期
地
域
研
究

A
（
山
本
）

前
期
朝
鮮
半
島
政
治
外
交
研
究

A（
奧
薗
）

前
期
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
研
究

Ⅱ
B
（
飯
野
勝
）

前
期
文
化
人
類
学
研
究

A
（
孫
）

前
期
外
国
語
教
育
研
究
A
（
須
田
）

前
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究

Ⅰ
A（
剣
持
）

前
期
第
二
言
語
習
得
研
究

A
（
寺
尾
）

前
期
ス
ペ
イ
ン
文
化
研
究

Ⅱ
A
（
松
森
）

前
期
韓
国
朝
鮮
史
研
究

A
（
小
針
）

前
期
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究

A
（
西
村
）

前
期
英
語
統
語
論
研
究
A
（
須
田
）

前
期
現
代
東
南
ア
ジ
ア
研
究

A
（
塩
崎
）

前
期
比
較
思
想
研
究

A
（
木
澤
）

前
期
日
本
語
表
現
特
殊
研
究

A
（
澤
﨑
）

前
期
日
本
文
学
史
研
究

A
（
鈴
木
）

前
期

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

Ⅱ
A（
ﾘ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
）

前
期

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究

Ⅲ
 
A
（
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
）

前
期
韓
国
朝
鮮
社
会
文
化
研
究
A（
小
針
）

前
期
英
語
学
研
究

A
（
田
村
）

前
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究

Ⅰ
A（
松
森
）

前
期

英
米
文
化
研
究
方
法
論

A
（
栗
田
・
澤
田
）

前
期
日
露
関
係
研
究

A
（
堀
内
）

前
期
ス
ペ
イ
ン
文
学
研
究

A
（
森
）

前
期
比
較
言
語
研
究
A
（
長
野
）

前
期
比
較
文
化
研
究

A
（
冨
澤
か
）

前
期
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
研
究

A
（
栗
田
）

前
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究
Ⅱ
A（
橋
川
）

前
期
英
米
社
会
文
化
研
究
A
（
澤
田
）

前
期
日
本
文
化
研
究

A
（
木
澤
）

前
期
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究

Ⅰ
A
（
剣
持
）

前
期
日
本
語
学
教
育
研
究

Ⅱ
A
（
酒
井
）

前
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
Ⅱ
A（
橋
川
）

前
期
華
僑
・
華
人
文
化
研
究

A
（
奈
倉
）

前
期
人
間
科
学
研
究

A
（
園
田
）

前
期
中
国
文
化
研
究

A
（
美
麗
）

調
整
中

前
期
ド
イ
ツ
文
学
研
究
A
（
小
谷
）

前
期
言
語
機
能
論
研
究

A
（
長
野
）

前
期
日
本
文
学
研
究
I
I
A
（
細
川
）

前
期
比
較
宗
教
研
究

A
（
吉
田
真
）

前
期
ア
ジ
ア
地
域
研
究
A
（
塩
崎
）

前
期
東
南
ア
ジ
ア
文
化
研
究

A
（
米
野
）

前
期
ロ
シ
ア
文
化
研
究
A
（
広
岡
）

調
整
中

前
期
英
米
文
学
研
究

A
（
米
山
）

前
期
英
語
意
味
論
研
究
A
（
田
村
）

前
期
日
本
語
学
研
究
Ⅰ
A
（
竹
部
）

前
期
朝
鮮
半
島
政
治
外
交
研
究

A（
奥
薗
）

前
期
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
A
（
望
戸
）

前
期
イ
ギ
リ
ス
文
化
研
究

A
（
有
元
）

調
整
中

前
期
ア
メ
リ
カ
社
会
史
研
究

A
（
望
戸
）

前
期

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

Ⅰ
A（
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾊ
ｰ
ﾝ
）

前
期
ド
イ
ツ
文
化
研
究

Ⅰ
A
（
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾌ
ｧ
ｰ
)

【
注
】
教
室
は
、
特
別
の
指
示
が
な
い
限
り
教
員
研
究
室
と
す
る
。

国
際
関
係
学
演
習

Ⅰ
A

日
本
文
化
演
習

Ⅰ
A

英
米
文
化
演
習

Ⅰ
A

国
際
関
係
学
演
習

Ⅱ
A

日
本
文
化
演
習

Ⅱ
A

英
米
文
化
演
習

Ⅱ
A

ア
ジ
ア
文
化
演
習

Ⅰ
A

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
演
習

Ⅰ
A

ア
ジ
ア
文
化
演
習

Ⅱ
A

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
演
習

Ⅱ
A

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

英
語
教
育
演
習

金

国 際 関 係 学 専 攻

1 2 3 4 5

専 攻

時 限

月
火

水
木

各
研
究
分
野
の
演
習
Ⅰ
,
Ⅱ
は
開
講
曜
日
と
時
限
を
指
導
教
員
と
相
談
し
て
決
定
す
る
。

比 較 文 化 専 攻

1 2 3 4 5

2



2
0
2
4
年

度
　

大
学

院
　

国
際

関
係

学
研
究
科
　
時
間
割
表
 
（
後
期
）
（
2
0
2
4
年
度
以
後
入
学
生
）

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

後
期
国
際
社
会
研
究
Ⅲ
B
（
二
羽
）

後
期
国
際
開
発
研
究
Ⅰ
B
（
飯
野
光
）

後
期
国
際
法
研
究

Ⅰ
B
（
坂
巻
）

後
期
中
国
政
治
外
交
研
究

B
（
大
野
）

後
期
日
本
政
治
外
交
研
究

Ⅱ
B
（
森
山
）

後
期
行
動
計
量
学
研
究

B
（
坪
田
）

後
期
日
本
政
治
外
交
研
究

Ⅰ
B
（
前
山
）

後
期
国
際
社
会
研
究

Ⅱ
B
（
石
井
）

後
期
現
代
社
会
研
究
Ⅱ
B
（
渡
邉
）

調
整
中

後
期
現
代
社
会
研
究

Ⅲ
B
（
坪
田
）

後
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅱ
B
（
山
下
）

後
期
文
化
人
類
学
研
究
法

B
（
富
沢
壽
）

調
整
中
後
期
国
際
法
研
究

Ⅱ
B
（
石
川
）

後
期
現
代
社
会
研
究
Ⅰ
B
（
犬
塚
）

後
期
国
際
政
治
研
究

B
（
浜
）

後
期
広
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究

B
（
浜
）

後
期
国
際
行
動
研
究

B
（
高
畑
）

後
期
国
際
経
営
研
究

Ⅱ
B
（
宮
崎
）

後
期

E
U
政
治
研
究
B
（
小
窪
）

後
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅰ
B
（
佐
藤
）

後
期
地
域
研
究

B
（
山
本
）

後
期
朝
鮮
半
島
政
治
外
交
研
究

B（
奥
薗
）

後
期
文
化
人
類
学
研
究

B
（
孫
）

後
期
外
国
語
教
育
研
究
B
（
須
田
）

後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究

Ⅰ
B（
剣
持
）

後
期
第
二
言
語
習
得
研
究

B
（
寺
尾
）

後
期
ス
ペ
イ
ン
文
化
研
究

Ⅱ
B
（
松
森
）

後
期
韓
国
朝
鮮
史
研
究

B
（
小
針
）

後
期
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究

B
（
西
村
）

後
期
英
語
統
語
論
研
究
B
（
須
田
）

後
期
現
代
東
南
ア
ジ
ア
研
究

B
（
塩
崎
）

後
期
比
較
思
想
研
究

B
（
木
澤
）

後
期
日
本
語
表
現
特
殊
研
究

B
（
澤
﨑
）

後
期
日
本
文
学
史
研
究

B
（
鈴
木
）

後
期

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

Ⅱ
B（
ﾘ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
）

後
期

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究

Ⅲ
 
B
（
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
）

後
期
韓
国
朝
鮮
社
会
文
化
研
究
B（
小
針
）

後
期
英
語
学
研
究

B
（
田
村
）

後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究

Ⅰ
B（
松
森
）

後
期

英
米
文
化
研
究
方
法
論

B
（
栗
田
・
澤
田
）

後
期
日
露
関
係
研
究

B
（
堀
内
）

後
期
ス
ペ
イ
ン
文
学
研
究

B
（
森
）

後
期
比
較
言
語
研
究
B
（
長
野
）

後
期
比
較
文
化
研
究

B
（
冨
澤
か
）

調
整
中
後
期
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
研
究

B
（
栗
田
）

後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究
Ⅱ
B（
橋
川
）

後
期
英
米
社
会
文
化
研
究
B
（
澤
田
）

後
期
日
本
文
化
研
究

B
（
木
澤
）

後
期
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究

Ⅰ
B
（
剣
持
）

後
期
日
本
語
教
育
学
研
究

Ⅱ
B
（
酒
井
）

後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
Ⅱ
B（
橋
川
）

後
期
華
僑
・
華
人
文
化
研
究

B
（
奈
倉
）

後
期
人
間
科
学
研
究

B
（
橋
本
）

後
期
中
国
文
化
研
究

B
（
美
麗
）

調
整
中

後
期
ド
イ
ツ
文
学
研
究
B
（
小
谷
）

後
期
言
語
機
能
論
研
究

B
（
長
野
）

後
期
日
本
文
学
研
究
I
I
B
（
細
川
）

後
期
比
較
宗
教
研
究

B
（
吉
田
真
）

後
期
ア
ジ
ア
地
域
研
究
B
（
塩
崎
）

後
期
東
南
ア
ジ
ア
文
化
研
究

B
（
米
野
）

後
期
ロ
シ
ア
文
化
研
究
B
（
広
岡
）

調
整
中

後
期
英
米
文
学
研
究

B
（
米
山
）

後
期
英
語
意
味
論
研
究
B
（
田
村
）

後
期
日
本
語
学
研
究
I
B
（
竹
部
）

後
期
朝
鮮
半
島
政
治
外
交
研
究

B（
奥
薗
）

後
期
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
B
（
望
戸
）

後
期
イ
ギ
リ
ス
文
化
研
究

B
（
有
元
）

調
整
中

後
期
ア
メ
リ
カ
社
会
史
研
究

B
（
望
戸
）

後
期

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

Ⅰ
B（
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾊ
ｰ
ﾝ
）

後
期
ド
イ
ツ
文
化
研
究

Ⅰ
B
（
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾌ
ｧ
ｰ
)

【
注
】
教
室
は
、
特
別
の
指
示
が
な
い
限
り
教
員
研
究
室
と
す
る
。

国
際
関
係
学
演
習

Ⅰ
B

日
本
文
化
演
習

Ⅰ
B

英
米
文
化
演
習

Ⅰ
B

国
際
関
係
学
演
習

Ⅱ
B

日
本
文
化
演
習

Ⅱ
B

英
米
文
化
演
習

Ⅱ
B

ア
ジ
ア
文
化
演
習

Ⅰ
B

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
演
習

Ⅰ
B

ア
ジ
ア
文
化
演
習

Ⅱ
B

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
演
習

Ⅱ
B

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

英
語
教
育
演
習

各
研
究
分
野
の
演
習
Ⅰ
,
Ⅱ
は
開
講
曜
日
と
時
限
を
指
導
教
員
と
相
談
し
て
決
定
す
る
。

金

国 際 関 係 学 専 攻

1 2 3 4 5

専 攻

時 限

月
火

水
木

比 較 文 化 専 攻

1 2 3 4 5

3



2
0
2
4
年

度
　

大
学

院
　

国
際

関
係

学
研
究
科
　
時
間
割
表
 
（
前
期
）
（
2
0
2
3
年
度
以
前
入
学
生
）

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

前
期
国
際
社
会
研
究
Ⅲ
A
（
二
羽
）

前
期
国
際
開
発
研
究
I
A
（
飯
野
光
）

前
期
国
際
法
研
究

Ⅰ
A
（
坂
巻
）

前
期
中
国
政
治
外
交
研
究

A
（
大
野
）

前
期
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
研
究

Ⅱ
A
（
飯
野
勝
）

前
期
行
動
計
量
学
研
究

A
（
坪
田
）

前
期
日
本
政
治
外
交
研
究

I
A
（
前
山
）

前
期
国
際
社
会
研
究

Ⅱ
A
（
石
井
）

前
期
現
代
社
会
研
究
Ⅱ
A
（
渡
邉
）

調
整
中

前
期
現
代
社
会
研
究

Ⅲ
A
（
坪
田
）

前
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅱ
A
（
山
下
）

前
期
文
化
人
類
学
研
究

Ⅰ
A
（
富
沢
壽
）

調
整
中
前
期
国
際
法
研
究

Ⅱ
A
（
石
川
）

前
期
現
代
社
会
研
究
Ⅰ
A
（
犬
塚
）

前
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅲ
A
（
小
窪
）

前
期
広
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究

A
（
浜
）

前
期
国
際
行
動
研
究

A
（
高
畑
）

前
期
国
際
経
営
研
究

Ⅱ
A
（
宮
崎
）

前
期

E
U
政
治
研
究
A
（
小
窪
）

前
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅰ
A
（
佐
藤
）

前
期
地
域
研
究

A
（
山
本
）

前
期
朝
鮮
半
島
政
治
外
交
研
究

A（
奧
薗
）

前
期
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
研
究

Ⅱ
B
（
飯
野
勝
）

前
期
文
化
人
類
学
研
究

Ⅱ
A
（
孫
）

前
期
外
国
語
教
育
研
究
A
（
須
田
）

前
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究

Ⅰ
A（
剣
持
）

前
期
第
二
言
語
習
得
研
究

A
（
寺
尾
）

前
期
ス
ペ
イ
ン
文
化
研
究

Ⅱ
A
（
松
森
）

前
期
韓
国
朝
鮮
史
研
究

A
（
小
針
）

前
期
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究

A
（
西
村
）

前
期
英
語
統
語
論
研
究
A
（
須
田
）

前
期
現
代
東
南
ア
ジ
ア
研
究

A
（
塩
崎
）

前
期
比
較
思
想
研
究

A
（
木
澤
）

前
期
日
本
語
表
現
特
殊
研
究

A
（
澤
﨑
）

前
期
日
本
文
学
史
研
究

A
（
鈴
木
）

前
期

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

Ⅱ
A（
ﾘ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
）

前
期

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究

Ⅲ
 
A
（
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
）

前
期
韓
国
朝
鮮
社
会
文
化
研
究
A（
小
針
）

前
期
英
語
学
研
究

A
（
田
村
）

前
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究

Ⅰ
A（
松
森
）

前
期

英
米
文
化
研
究
方
法
論

A
（
栗
田
・
澤
田
）

前
期
ス
ペ
イ
ン
文
学
研
究

A
（
森
）

前
期
比
較
言
語
研
究
A
（
長
野
）

前
期
比
較
文
化
研
究

A
（
冨
澤
か
）

調
整
中
前
期
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
研
究

A
（
栗
田
）

前
期
日
本
語
学
教
育
研
究

Ⅱ
A
（
酒
井
）

前
期
英
米
社
会
文
化
研
究
A
（
澤
田
）

前
期
日
本
文
化
研
究

A
（
木
澤
）

前
期
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究

Ⅰ
A
（
剣
持
）

前
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究
Ⅱ
A（
橋
川
）

前
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
Ⅱ
A（
橋
川
）

前
期
華
僑
・
華
人
文
化
研
究

A
（
奈
倉
）

前
期
人
間
科
学
研
究

A
（
園
田
）

前
期
中
国
文
学
研
究

A
（
美
麗
）

調
整
中

前
期
ド
イ
ツ
文
学
研
究
A
（
小
谷
）

前
期
言
語
機
能
論
研
究

A
（
長
野
）

前
期
日
本
文
学
研
究
I
I
A
（
細
川
）

前
期
比
較
宗
教
研
究

A
（
吉
田
真
）

前
期
ア
ジ
ア
地
域
研
究
A
（
塩
崎
）

前
期
東
南
ア
ジ
ア
文
化
研
究

A
（
米
野
）

前
期
ロ
シ
ア
文
化
研
究
A
（
広
岡
）

調
整
中

前
期
英
米
文
学
研
究

A
（
米
山
）

前
期
英
語
意
味
論
研
究
A
（
田
村
）

前
期
日
本
語
学
研
究
Ⅰ
A
（
竹
部
）

前
期
朝
鮮
半
島
政
治
外
交
研
究

A（
奥
薗
）

前
期
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
A
（
望
戸
）

前
期
イ
ギ
リ
ス
文
化
研
究

A
（
有
元
）

調
整
中

前
期
ア
メ
リ
カ
社
会
史
研
究

A
（
望
戸
）

前
期

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

Ⅰ
A（
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾊ
ｰ
ﾝ
）

前
期
ド
イ
ツ
文
化
研
究

Ⅰ
A
（
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾌ
ｧ
ｰ
)

【
注
】
教
室
は
、
特
別
の
指
示
が
な
い
限
り
教
員
研
究
室
と
す
る
。

国
際
関
係
学
演
習

Ⅰ
A

日
本
文
化
演
習

Ⅰ
A

英
米
文
化
演
習

Ⅰ
A

国
際
関
係
学
演
習

Ⅱ
A

日
本
文
化
演
習

Ⅱ
A

英
米
文
化
演
習

Ⅱ
A

ア
ジ
ア
文
化
演
習

Ⅰ
A

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
演
習

Ⅰ
A

ア
ジ
ア
文
化
演
習

Ⅱ
A

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
演
習

Ⅱ
A

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

英
語
教
育
演
習

3 4 5

各
研
究
分
野
の
演
習
Ⅰ
,
Ⅱ
は
開
講
曜
日
と
時
限
を
指
導
教
員
と
相
談
し
て
決
定
す
る
。

比 較 文 化 専 攻

1 2

金

国 際 関 係 学 専 攻

1 2 3 4 5

専 攻

時 限

月
火

水
木

4



2
0
2
4
年

度
　

大
学

院
　

国
際

関
係

学
研
究
科
　
時
間
割
表
 
（
後
期
）
（
2
0
2
3
年
度
以
前
入
学
生
）

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

期
間

科
目
名
（
教
員
名
）

教
室

後
期
国
際
社
会
研
究
Ⅲ
B
（
二
羽
）

後
期
国
際
開
発
研
究
Ⅰ
B
（
飯
野
光
）

後
期
国
際
法
研
究

Ⅰ
B
（
坂
巻
）

後
期
中
国
政
治
外
交
研
究

B
（
大
野
）

後
期
日
本
政
治
外
交
研
究

Ⅱ
B
（
森
山
）

後
期
行
動
計
量
学
研
究

B
（
坪
田
）

後
期
日
本
政
治
外
交
研
究

Ⅰ
B
（
前
山
）

後
期
国
際
社
会
研
究

Ⅱ
B
（
石
井
）

後
期
現
代
社
会
研
究
Ⅱ
B
（
渡
邉
）

調
整
中

後
期
現
代
社
会
研
究

Ⅲ
B
（
坪
田
）

後
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅱ
B
（
山
下
）

後
期
文
化
人
類
学
研
究

Ⅰ
B
（
富
沢
壽
）

調
整
中
後
期
国
際
法
研
究

Ⅱ
B
（
石
川
）

後
期
現
代
社
会
研
究
Ⅰ
B
（
犬
塚
）

後
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅲ
B
（
浜
）

後
期
広
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究

B
（
浜
）

後
期
国
際
行
動
研
究

B
（
高
畑
）

後
期
国
際
経
営
研
究

Ⅱ
B
（
宮
崎
）

後
期

E
U
政
治
研
究
B
（
小
窪
）

後
期
国
際
政
治
学
研
究

Ⅰ
B
（
佐
藤
）

後
期
地
域
研
究

B
（
山
本
）

後
期
朝
鮮
半
島
政
治
外
交
研
究

B（
奥
薗
）

後
期
文
化
人
類
学
研
究

Ⅱ
B
（
孫
）

後
期
外
国
語
教
育
研
究
B
（
須
田
）

後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究

Ⅰ
B（
剣
持
）

後
期
第
二
言
語
習
得
研
究

B
（
寺
尾
）

後
期
ス
ペ
イ
ン
文
化
研
究

Ⅱ
B
（
松
森
）

後
期
韓
国
朝
鮮
史
研
究

B
（
小
針
）

後
期
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究

B
（
西
村
）

後
期
英
語
統
語
論
研
究
B
（
須
田
）

後
期
現
代
東
南
ア
ジ
ア
研
究

B
（
塩
崎
）

後
期
比
較
思
想
研
究

B
（
木
澤
）

後
期
日
本
語
表
現
特
殊
研
究

B
（
澤
﨑
）

後
期
日
本
文
学
史
研
究

B
（
鈴
木
）

後
期

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

Ⅱ
B（
ﾘ
ﾀ
ﾞ
ﾝ
）

後
期

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究

Ⅲ
 
B
（
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
）

後
期
韓
国
朝
鮮
社
会
文
化
研
究
B（
小
針
）

後
期
英
語
学
研
究

B
（
田
村
）

後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究

Ⅰ
B（
松
森
）

後
期

英
米
文
化
研
究
方
法
論

B
（
栗
田
・
澤
田
）

後
期
ス
ペ
イ
ン
文
学
研
究

B
（
森
）

後
期
比
較
言
語
研
究
B
（
長
野
）

後
期
比
較
文
化
研
究

B
（
冨
澤
か
）

後
期
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
研
究

B
（
栗
田
）

後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
研
究
Ⅱ
B（
橋
川
）

後
期
英
米
社
会
文
化
研
究
B
（
澤
田
）

後
期
日
本
文
化
研
究

B
（
木
澤
）

後
期
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究

Ⅰ
B
（
剣
持
）

後
期
日
本
語
教
育
学
研
究

Ⅱ
B
（
酒
井
）

後
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
Ⅱ
B（
橋
川
）

後
期
華
僑
・
華
人
文
化
研
究

B
（
奈
倉
）

後
期
人
間
科
学
研
究

B
（
橋
本
）

後
期
中
国
文
学
研
究

B
（
美
麗
）

調
整
中

後
期
ド
イ
ツ
文
学
研
究
B
（
小
谷
）

後
期
言
語
機
能
論
研
究

B
（
長
野
）

後
期
日
本
文
学
研
究
I
I
B
（
細
川
）

後
期
比
較
宗
教
研
究

B
（
吉
田
真
）

後
期
ア
ジ
ア
地
域
研
究
B
（
塩
崎
）

後
期
東
南
ア
ジ
ア
文
化
研
究

B
（
米
野
）

後
期
ロ
シ
ア
文
化
研
究
B
（
広
岡
）

調
整
中

後
期
英
米
文
学
研
究

B
（
米
山
）

後
期
英
語
意
味
論
研
究
B
（
田
村
）

後
期
日
本
語
学
研
究
I
B
（
竹
部
）

後
期
朝
鮮
半
島
政
治
外
交
研
究

B（
奥
薗
）

後
期
ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
B
（
望
戸
）

後
期
イ
ギ
リ
ス
文
化
研
究

B
（
有
元
）

調
整
中

後
期
ア
メ
リ
カ
社
会
史
研
究

B
（
望
戸
）

後
期

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

Ⅰ
B（
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾊ
ｰ
ﾝ
）

後
期
ド
イ
ツ
文
化
研
究

Ⅰ
B
（
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾌ
ｧ
ｰ
)

【
注
】
教
室
は
、
特
別
の
指
示
が
な
い
限
り
教
員
研
究
室
と
す
る
。

国
際
関
係
学
演
習

Ⅰ
B

日
本
文
化
演
習

Ⅰ
B

英
米
文
化
演
習

Ⅰ
B

国
際
関
係
学
演
習

Ⅱ
B

日
本
文
化
演
習

Ⅱ
B

英
米
文
化
演
習

Ⅱ
B

ア
ジ
ア
文
化
演
習

Ⅰ
B

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
演
習

Ⅰ
B

ア
ジ
ア
文
化
演
習

Ⅱ
B

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
演
習

Ⅱ
B

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

英
語
教
育
演
習

3 4 5

各
研
究
分
野
の
演
習
Ⅰ
,
Ⅱ
は
開
講
曜
日
と
時
限
を
指
導
教
員
と
相
談
し
て
決
定
す
る
。

比 較 文 化 専 攻

1 2

金

国 際 関 係 学 専 攻

1 2 3 4 5

専 攻

時 限

月
火

水
木
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教員名簿（2024年度）

研究

分野
職　名 氏　　名 研究室 オフィス・アワー 専門分野

教  授 坂巻　静佳 2508
前期：月曜･5時限

後期：水曜･4時限
国際法

教　授 前山　亮吉 2605 水曜・3時限 比較政治学，日本政治史，政治制度論

教  授 森山　 優 2404 水曜・3時限 日本近現代史（政治・外交史）

教  授 山下　 光 3306 木曜・5時限 国際政治学，安全保障・平和研究

准教授 石川　義道 3308 火曜・2時限 国際経済法

准教授 小窪　千早 3305 月曜・3時限 国際政治学，欧州の政治・安全保障，フランス現代政治

准教授 佐藤　真千子 3208 火曜・2時限 アメリカ政治外交，国際関係論

准教授 浜　由樹子 3310 木曜・3時限 国際政治学，ロシア地域研究　

准教授 宮崎　晋生 3302 金曜・2時限 経営学，国際経営論

講　師 飯野　光浩 3309 金曜・4時限 開放マクロ経済学，開発経済学，国際経済関係論

講　師 大野　絢也 2501 木曜・4時限 中国近現代史, 現代中国研究, 東アジア国際関係史

講　師 山本　健介 3303 木曜・4時限 中東地域研究，パレスチナ／イスラエル研究

助　教 北野　嘉章 3221 月曜・5時限 国際組織法

教　授 飯野　勝己 3210
水曜・3時限

(前期のみ)
哲学，言語哲学，コミュニケーション論，倫理学

教　授 石井　由香 3207 月曜・2時限 国際社会学

教　授 犬塚　協太 3209 火曜・2時限 家族社会学，ジェンダー社会学，歴史社会学

教　授 湖中　真哉 2607 文化人類学, アフリカ地域研究

教　授 高畑　 幸 3203 木曜・1時限 都市社会学，民族関係論，在日外国人研究

准教授 孫　 暁剛 3202 水曜・2時限 生態人類学，人文地理学，アフリカ地域研究

准教授 坪田 光平 2608 金曜・3時限 移民研究, マイノリティ論, 教育社会学

講　師 二羽　泰子 3205 水曜・3時限 クロス・マイノリティ研究，共生の社会学，国際民族文化研究，障害学

国

際

社

会

・

文

化

研

究

分

野

国際関係学研究科研究分野別教員名簿

国際関係学専攻

国

際

政

治

・

開

発

研

究

分

野
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研究

分野
職　名 氏　　名 研究室 オフィス・アワー 専門分野

教　授 澤﨑　宏一 3502 金曜・4時限 文処理論，第二言語習得等

教　授 竹部　歩美 3401 月曜・3時限 国語学・国語史

教　授 細川　光洋 3402 火曜・2時限 日本近代文学

教　授 吉田　真樹 3503 水曜・5時限 倫理学・日本倫理思想史

准教授 木澤　 景 3501 水曜・5時限 日本倫理思想

准教授 酒井　 彩 3511 木曜・2時限 日本語教育

准教授 鈴木　さやか 3301 水曜・2時限 日本古典文学

教　授 奥薗　秀樹 3409 火曜・5時限 現代韓国政治外交，朝鮮半島をとりまく国際関係

教　授 小針　 進 3405 月曜・5時限 現代韓国・朝鮮社会論，北東アジア地域研究

教　授 奈倉　京子 3406 火曜・2時限 文化人類学，中国地域研究

教　授 米野　みちよ 3411 月曜・4時限 東南アジア文化，音楽学，文化人類学

准教授 塩崎　悠輝 3407 水曜・3時限 東南アジア地域研究，地域協力論，宗教学

准教授 堀内　賢志 3412 月曜・3時限 現代ロシア政治・外交

助　教 吉田　航太 3311 火曜・2時限 東南アジア地域研究, 文化人類学, 科学技術社会論

教　授 栗田　和典 3512 木曜・ 4時限 近代イギリス史

教　授 澤田　敬人 2504 月曜・5時限 比較国際教育学，教育社会学，オーストラリア研究

教　授 須田　孝司 3507 木曜・1時限 第二言語習得，応用言語学

教　授 寺尾　　康 2502 木曜・5時限 心理言語学，音韻論，認知科学

教　授 長野　明子 3504
月曜/水曜・

5時限
対照言語学，形態論，語形成

教　授
ポール・

リダン
3510 木曜・2時限 応用言語学

准教授 田村　敏広 3508 月曜・3時限 認知言語学，意味論，語用論

准教授
ジョナサン・

ディハーン
3505

月曜/火曜・

2時限
教育言語工学

准教授 望戸　愛果 3506 月曜・4時限 アメリカ史，歴史社会学

准教授 米山　優子 3509 木曜・2時限 イギリス文化・文学，社会言語学

教　授 剣持　久木 2503 火曜・2時限 フランス現代史，公共史

教　授 園田　明人 2604 木曜・2時限 心理学

教　授 橋本　 勝 2403 水曜・3時限 教育社会学

教　授 松森　奈津子 2603 月曜・1時限 政治思想史，地域研究（スペイン），国際関係論

准教授 小谷　民菜 2506 月曜・4時限 ドイツ文学

准教授 橋川　裕之 2602 火曜・2時限 ヨーロッパ古代中世史，文学と美術

准教授
マティアス・

ファイファー
2507 文芸社会学，文化社会学

准教授 森　 直香 2601 水曜・3時限 スペイン文学・文化，比較文学

講師 西村　晶絵 3408 水曜・3時限 フランス文学

ヨ

!

ロ

ッ

パ

文

化

研

究

分

野

国際関係学研究科研究分野別教員名簿

比較文化専攻

日

本

文

化

研

究

分

野

ア

ジ

ア

文

化

研

究

分

野

英

米

文

化

研

究

分

野
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2024 年度以降⼊学⽣⽤ 履修案内 

（2024年度以降入学生用）
履 修 案 内

■国際関係学研究科の教育理念
国際関係学研究科は、地球規模の諸関係の緊密化が進む今日の世界において、国際

的な俯瞰力と国際関係に関連する専門力により、国際社会や地域社会における諸課
題を探究できる能力を育成し、それを活用して、教育・研究機関、官庁、民間企業、
NGO・NPO等の国際社会や地域社会の多様な現場で活躍できる人材を育成すること
を理念とします。また、純粋に国際関係に関連する高度な専門知を学びたいという社
会人や市民のニーズに応えます。

■国際関係学研究科の教育目標
本研究科は、上記の教育理念の実現に必要とされる専門的知識と研究技法を修得

し、修了後、それを活用して国際社会や地域社会における諸課題を探究できる能力を
育成することを教育目標とします。国境を越えた研究の視座の獲得のために国際関
係学専攻、文化や言語の比較研究の視座の獲得のために比較文化専攻を設置して、国
際的な俯瞰力の育成に力点を置いています。また、多様な専門分野による教育課程を
配置することで、専門性と学際性を併せ持つ人材の育成を目指します。

■国際関係学研究科の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

国際関係学専攻
本専攻は、教育理念・目標に掲げた「国際社会や地域社会における諸課題を探究

できる能力」の内容を以下の通り定めています。
1. 専門分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる能力。
2. 専攻した専門分野の知識と方法論を修得し、それを国際的な俯瞰力とともに活
用できる能力。とくに、国際関係学専攻においては国境を越えた研究の視座を
修得していること。

3. 研究や調査の遂行に必要とされる学術的な外国語の能力。
4. 国際関係に関連する妥当な研究テーマを設定し、それに沿って一貫した論旨を
展開できる能力。

5. 先行研究を踏まえて、自らの研究内容の独自性を提示し、展開できる能力。
6. 自らの研究内容について口頭で適切な説明と応答ができる能力。
7. 研究倫理について十分に配慮できる能力。

研究科規程に記載された修了要件を満たした大学院生を上記の能力を身につけ
た者と認め、修士の学位を授与します。
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2024 年度以降⼊学⽣⽤ 履修案内 

比較文化専攻
本専攻は、教育理念・目標に掲げた「国際社会や地域社会における諸課題を探究

できる能力」の内容を以下の通り定めています。
1. 専門分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる能力。
2. 専攻した専門分野の知識と方法論を修得し、それを国際的な俯瞰力とともに活
用できる能力。とくに、比較文化専攻においては、文化や言語を比較研究でき
る視座を修得していること。

3. 研究や調査の遂行に必要とされる学術的な外国語の能力。
4. 国際関係に関連する妥当な研究テーマを設定し、それに沿って一貫した論旨を
展開できる能力。

5. 先行研究を踏まえて、自らの研究内容の独自性を提示し、展開できる能力。
6. 自らの研究内容について口頭で適切な説明と応答ができる能力。
7. 研究倫理について十分に配慮できる能力。

研究科規程に記載された修了要件を満たした大学院生を上記の能力を身につけた
者と認め、修士の学位を授与します。

■国際関係学研究科の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
学位授与の方針に示される能力を有する人材を育成するために、国際関係学研究

科は、以下の方針に基づき、教育課程を編成しています。
1. 本研究科は、コースワークとリサーチワークを適切に組み合わせた教育課程を
体系的、順次的に編成する方針をとります。修士課程一年次はコースワーク中
心で学び、二年次ではリサーチワーク中心に移行します。

2. コースワークをおもに共通科目と専門科目から編成し、学術的な文献理解能力、
研究報告能力の鍛錬と同時に、専門的知識と研究の方法論を修得することを目
指します。専門科目は専門性を深めるために６つの研究分野ごとに編成されて
おり、共通科目では専攻に必要な重点的能力を修得します。

3. コースワークの中心となる研究分野ごとの専門科目は学際的に編成されてお
り、研究の視野を拡げることを方針とします。また、所属研究分野外の科目も
履修することも可能で、知識を学際的に修得できるように配慮されています。 

4. リサーチワークは、各研究分野で開講されている演習科目、およびフィールド
ワークにおいて行う方針です。適切な研究テーマを設定し、それに沿って一貫
した論旨を展開できる能力、先行研究を踏まえて自らの研究内容の独自性を提
示し、展開できる能力を身につけます。

5. コースワークの評価はシラバスに明記された各授業の評価基準にそって行い
ます。リサーチワークの評価のために、中間報告、および口述審査を行い、審
査基準に基づき修士論文、あるいは特定の研究課題成果を審査します。また、
教育課程全体の評価方針として、コースワーク、およびリサーチワークのルー
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ブリックによる評価を実施します。
6. 教員専修免許状（国語、英語）等、各種の資格等に必要となる科目を設置しま
す。

7. 学術的な外国語能力の修得のための科目を設置します。また、留学生を対象と
した日本語修士論文執筆指導の体制を整えます。

■修了要件と履修方法

【修了要件】
在学期間中に、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論

文または課題研究の審査及び試験に合格することとする。また、これらに加えて、
研究科が定めるルーブリックを用いた評価を受けなければならない。

【履修方法】
国際関係学専攻
次に掲げる科目のうちから合計 30 単位以上を修得すること。
（1） 共通科目 4 単位以上
（2） 自分が所属する研究分野の専門科目 16 単位以上（ただし、国際関係学演習

ⅠA・B，同ⅡA・B を必ず含まなければならない。）
（3）国際関係学専攻の研究分野のうちの（2）以外の専門科目
（4）指導教員及び担当教員が必要と認めた場合には、他の専攻の共通科目・専門科

目
（5）指導教員が必要と認めた場合には、他の研究科及び他の大学院の授業科目（当

該研究科および当該大学院との協議の上で、合わせて 10 単位を上限とする。)

比較文化専攻
次に掲げる科目のうちから合計 30 単位以上を修得すること。
（1）共通科目 4 単位以上
（2）自分が所属する研究分野の専門科目 16 単位以上（ただし､それぞれの研究

分野で指定された演習ⅠA・B，演習ⅡA・B を必ず含まなければならない。） 
（3）比較文化専攻の研究分野のうちの（2）以外の専門科目
（4）指導教員及び担当教員が必要と認めた場合には、他の専攻の共通科目・専門科

目
（5）指導教員が必要と認めた場合には、他の研究科及び他の大学院の授業科目（当

該研究科および当該大学院との協議の上で、合わせて 10 単位を上限とする。)

■フィールドワークの履修方法
「フィールドワーク」は学則上の特別実習として位置づけられている。単位数は 2
単位であり、単位の認定は、原則として、単位を修得しようとする学生の主指導教員
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がおこなう。単位が認定される要件の概要は以下のとおりである。
（1）研究対象の現実を自然状況下で理解しようとする調査（フィールドワーク）を
実施する。ただし、単位を修得しようとする学生が履修中のその他の科目の授業の一
部として実施される調査は含めない。フィールドワークをおこなう学生は、現地（研
究対象となる個人または集団が行動・生活している場所や研究対象となる事象が生
じている場所）を実際に訪れ、対象を直接観察あるいは参与観察し、必要に応じて聞
き取り等をおこなう。
（2）実施前には実施計画書 （様式 1）、実施後には実施概要報告書（様式 2）を提
出する。実施計画書および実施概要報告書はユニバーサルパスポートからダウンロ
ードできる。いずれも提出先は学生室とする。また、別途、成果物の提出が求められ
ることもある。
（3）フィールドワーク実施の期間は要件として特に定めない。実際に調査に従事す
る期間が 1 週間以上になることを目安とする。

■ルーブリック評価
ルーブリック表を用いた評価は、授業等の成績評価とは別に、コースワークとリ

サーチワークそれぞれで達成すべき目標を確認し、その達成度を指導教員と学生が
ともに評価するものである。コースワーク・ルーブリックは、1 年次の前期開始時
期と後期開始時期に指導教員が説明し、1 年次の前期末と後期末に評価を実施する。
リサーチワーク・ルーブリックは、2年次の前期開始時期と後期開始時期に指導教員が説明
し、2 年次の中間報告終了後と口述審査終了後に評価を実施する。

■資格取得等
【国語・英語教員専修プログラム】
専修免許状の取得要件は、一種免許状取得に必要な単位を修得しているほか、国

語については日本文化研究分野、英語については英米文化研究分野のそれぞれ＊印
の科目から選択して合計で 24 単位以上を修得しなければならない。科目は A・B の
順で履修すること。

【日本語教師養成プログラム】※

日本語教師養成プログラム単位修得証明書の発行に必要な単位は、★印の科目を
必修とし、ほかに｢日本文化｣・｢英米文化｣の両分野から☆印の科目を選択して（｢国
際社会・文化分野｣の｢コミュニケーション研究ⅠA・B｣｢コミュニケーション研究
ⅡA・B｣を含む）合計で 24 単位以上を修得しなければならない。科目は A・B の
順で履修すること。
なお、｢国語・英語教員専修プログラム｣を選択している者が、｢日本語教師養成プ

ログラム｣の修了証を得ようとする場合、｢日本語教育学研究ⅠA・B｣、｢日本語教育
学研究ⅡA・B｣の単位を修得するとともに、国語においては｢英米文化分野｣の☆印か
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ら 4 科目の単位を修得しなければならない。

※本プログラムは、法務省が定めた「日本語教育機関の告示基準」で求められた日本
語教育に関する教育課程ではありません。本研究科で独自に設けた日本語教師養成
ログラムです。
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（2023年度以前入学生用）
履 修 案 内

■国際関係学研究科の教育理念
国際関係学研究科は、地球規模の諸関係の緊密化が進む今日の世界において、国際

的な俯瞰力と国際関係に関連する専門力により、国際社会や地域社会における諸課
題を探究できる能力を育成し、それを活用して、教育・研究機関、官庁、民間企業、
NGO・NPO等の国際社会や地域社会の多様な現場で活躍できる人材を育成すること
を理念とします。また、純粋に国際関係に関連する高度な専門知を学びたいという社
会人や市民のニーズに応えます。

■国際関係学研究科の教育目標
本研究科は、上記の教育理念の実現に必要とされる専門的知識と研究技法を修得

し、修了後、それを活用して国際社会や地域社会における諸課題を探究できる能力を
育成することを教育目標とします。国境を越えた研究の視座の獲得のために国際関
係学専攻、文化や言語の比較研究の視座の獲得のために比較文化専攻を設置して、国
際的な俯瞰力の育成に力点を置いています。また、多様な専門分野による教育課程を
配置することで、専門性と学際性を併せ持つ人材の育成を目指します。

■国際関係学研究科の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

国際関係学専攻
本専攻は、教育理念・目標に掲げた「国際社会や地域社会における諸課題を探究

できる能力」の内容を以下の通り定めています。
1. 専門分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる能力。
2. 専攻した専門分野の知識と方法論を修得し、それを国際的な俯瞰力とともに活
用できる能力。とくに、国際関係学専攻においては国境を越えた研究の視座を
修得していること。

3. 研究や調査の遂行に必要とされる学術的な外国語の能力。
4. 国際関係に関連する妥当な研究テーマを設定し、それに沿って一貫した論旨を
展開できる能力。

5. 先行研究を踏まえて、自らの研究内容の独自性を提示し、展開できる能力。
6. 自らの研究内容について口頭で適切な説明と応答ができる能力。
7. 研究倫理について十分に配慮できる能力。

研究科規程に記載された修了要件を満たした大学院生を上記の能力を身につけ
た者と認め、修士の学位を授与します。
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比較文化専攻 
本専攻は、教育理念・目標に掲げた「国際社会や地域社会における諸課題を探究

できる能力」の内容を以下の通り定めています。 
1. 専門分野の文献を適切に理解・評価し、研究報告を行うことのできる能力。 
2. 専攻した専門分野の知識と方法論を修得し、それを国際的な俯瞰力とともに活
用できる能力。とくに、比較文化専攻においては、文化や言語を比較研究でき
る視座を修得していること。 

3. 研究や調査の遂行に必要とされる学術的な外国語の能力。 
4. 国際関係に関連する妥当な研究テーマを設定し、それに沿って一貫した論旨を
展開できる能力。 

5. 先行研究を踏まえて、自らの研究内容の独自性を提示し、展開できる能力。 
6. 自らの研究内容について口頭で適切な説明と応答ができる能力。 
7. 研究倫理について十分に配慮できる能力。 
 
 研究科規程に記載された修了要件を満たした大学院生を上記の能力を身につけた
者と認め、修士の学位を授与します。 
 
■国際関係学研究科の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
学位授与の方針に示される能力を有する人材を育成するために、国際関係学研究

科は、以下の方針に基づき、教育課程を編成しています。 
1. 本研究科は、コースワークとリサーチワークを適切に組み合わせた教育課程を
体系的、順次的に編成する方針をとります。修士課程一年次はコースワーク中
心で学び、二年次ではリサーチワーク中心に移行します。 

2. コースワークをおもに共通科目と専門科目から編成し、学術的な文献理解能力、
研究報告能力の鍛錬と同時に、専門的知識と研究の方法論を修得することを目
指します。専門科目は専門性を深めるために６つの研究分野ごとに編成されて
おり、共通科目では専攻に必要な重点的能力を修得します。 

3. コースワークの中心となる研究分野ごとの専門科目は学際的に編成されてお
り、研究の視野を拡げることを方針とします。また、所属研究分野外の科目も
履修することも可能で、知識を学際的に修得できるように配慮されています。 

4. リサーチワークは、各研究分野で開講されている演習科目、およびフィールド
ワークにおいて行う方針です。適切な研究テーマを設定し、それに沿って一貫
した論旨を展開できる能力、先行研究を踏まえて自らの研究内容の独自性を提
示し、展開できる能力を身につけます。 

5. コースワークの評価はシラバスに明記された各授業の評価基準にそって行い
ます。リサーチワークの評価のために、中間報告、および口述審査を行い、審
査基準に基づき修士論文、あるいは特定の研究課題成果を審査します。また、
教育課程全体の評価方針として、コースワーク、およびリサーチワークのルー
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ブリックによる評価を実施します。 
6. 教員専修免許状（国語、英語）等、各種の資格等に必要となる科目を設置しま
す。 

7. 学術的な外国語能力の修得のための科目を設置します。また、留学生を対象と
した日本語修士論文執筆指導の体制を整えます。 

 
■修了要件と履修方法 

［修了要件］  
在学期間中に、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論

文または課題研究の審査及び試験に合格することとする。また、これらに加えて、
研究科が定めるルーブリックを用いた評価を受けなければならない。  
 
［履修方法］ 
国際関係学専攻 
次に掲げる科目のうちから合計30単位以上を修得すること。  
（1）自分が所属する研究分野の専門科目20単位以上（ただし、国際関係学演習 

    ⅠA・B，同ⅡA・Bを必ず含まなければならない。）  
（2）国際関係学専攻の研究分野のうちの（1）以外の専門科目  
（3）指導教員及び担当教員が必要と認めた場合には、他の専攻の共通科目・専門 

科目 
（4）指導教員が必要と認めた場合には、他の研究科及び他の大学院の授業科目  

  （当該研究科および当該大学院との協議の上で、合わせて10単位を上限とする。) 
 
比較文化専攻 
次に掲げる科目のうちから合計 30 単位以上を修得すること。 
（1）共通科目 4 単位以上  
（2）自分が所属する研究分野の専門科目 16 単位以上（ただし､それぞれの研究   
   分野で指定された演習ⅠA・B，演習ⅡA・B を必ず含まなければならない。） 
（3）比較文化専攻の研究分野のうちの（2）以外の専門科目  
（4）指導教員及び担当教員が必要と認めた場合には、他の専攻の共通科目・専門

科目  
（5）指導教員が必要と認めた場合には、他の研究科及び他の大学院の授業科目  
（当該研究科および当該大学院との協議の上で、合わせて 10 単位を上限とする。) 

 
 
■フィールドワークの履修方法 
 「フィールドワーク」は学則上の特別実習として位置づけられている。単位数は 2
単位であり、単位の認定は、原則として、単位を修得しようとする学生の主指導教員
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がおこなう。単位が認定される要件の概要は以下のとおりである。 
（1）研究対象の現実を自然状況下で理解しようとする調査（フィールドワーク）を
実施する。ただし、単位を修得しようとする学生が履修中のその他の科目の授業の一
部として実施される調査は含めない。フィールドワークをおこなう学生は、現地（研
究対象となる個人または集団が行動・生活している場所や研究対象となる事象が生
じている場所）を実際に訪れ、対象を直接観察あるいは参与観察し、必要に応じて聞
き取り等をおこなう。 
（2）実施前には実施計画書 （様式 1）、実施後には実施概要報告書（様式 2）を提
出する。実施計画書および実施概要報告書はユニバーサルパスポートからダウンロ
ードできる。いずれも提出先は学生室とする。また、別途、成果物の提出が求められ
ることもある。 
（3）フィールドワーク実施の期間は要件として特に定めない。実際に調査に従事す
る期間が 1 週間以上になることを目安とする。 
 
■ルーブリック評価 
ルーブリック表を用いた評価は、授業等の成績評価とは別に、コースワークとリ

サーチワークそれぞれで達成すべき目標を確認し、その達成度を指導教員と学生が
ともに評価するものである。コースワーク・ルーブリックは、1 年次の前期開始時
期と後期開始時期に指導教員が説明し、1 年次の前期末と後期末に評価を実施する。
リサーチワーク・ルーブリックは、2年次の前期開始時期と後期開始時期に指導教員が説明
し、2 年次の中間報告終了後と口述審査終了後に評価を実施する。 
 
■資格取得等 
【国語・英語教員専修プログラム】 
専修免許状の取得要件は、一種免許状取得に必要な単位を修得しているほか、国

語については日本文化研究分野、英語については英米文化研究分野のそれぞれ＊印の科
目から選択して合計で 24 単位以上を修得しなければならない。科目は A・B の順で
履修すること。 
 
【日本語教師養成プログラム】※  
日本語教師養成プログラム単位修得証明書の発行に必要な単位は、★印の科目を

必修とし、ほかに｢日本文化｣・｢英米文化｣の両分野から☆印の科目を選択して（｢国際
社会・文化分野｣の｢コミュニケーション研究ⅠA・B｣｢コミュニケーション研究ⅡA・
B｣を含む）合計で 24 単位以上を修得しなければならない。科目は A・B の順で履修
すること。 
なお、｢国語・英語教員専修プログラム｣を選択している者が、｢日本語教師養成プ

ログラム｣の修了証を得ようとする場合、｢日本語教育学研究ⅠA・B｣、｢日本語教育
学研究ⅡA・B｣の単位を修得するとともに、国語においては｢英米文化分野｣の☆印か

16



2023 年度⼊学⽣⽤ 履修案内 

ら 4 科目の単位を修得しなければならない。

※本プログラムは、法務省が定めた「日本語教育機関の告示基準」で求められた日本
語教育に関する教育課程ではありません。本研究科で独自に設けた日本語教師養成
プログラムです。

17



授業科目一覧（2024年度以後入学生）

授業科目一覧（2024年度以後入学生）

研究

分野

年

次
単位 担当教員 曜日・時限 備考

 国際政治研究A 2 小窪 水４

 国際政治研究B 2 浜 水４

 地域研究A・B 各2 山本 木５

 国際行動研究A・B 各2 高畑 金４

 文化人類学研究法A・B 各2 富沢 水３

 国際政治学研究IA・B 各2 佐藤 水５

 国際政治学研究ⅡA・B 各2 山下 木３

 中国政治外交研究A・B 各2 大野 水２

 朝鮮半島政治外交研究A・B 各2 奥薗 水５

 日本政治外交研究ⅠA・B 各2 前山 水２

 日本政治外交研究ⅡA・B 各2
A 今年度開講せず

B 森山
　B 後期木２

 ＥＵ政治研究A・B 各2 小窪 月５

 広域ヨーロッパ研究A・B 各2 浜 木４

 国際法研究IA・B 各2 坂巻 火２

 国際法研究ⅡA・B 各2 石川 木３

 国際経済学研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際経済学研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際開発研究ⅠA・B 各2 飯野光 月２

 国際開発研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際金融研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際金融研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際経営研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際経営研究ⅡA・B 各2 宮崎 木４

 国際関係学演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 国際関係学演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 国際社会研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際社会研究ⅡA・B 各2 石井 水２

 国際社会研究ⅢA・B 各2 二羽 月１

 国際社会研究ⅣA・B 各2 今年度開講せず

 コミュニケーション研究ⅠA・B　☆ 各2 今年度開講せず

 コミュニケーション研究ⅡA・B　☆ 各2 飯野勝
A 前期木２

B 前期木５

 現代社会研究ⅠA・B 各2 犬塚 月４

 現代社会研究ⅡA・B 各2 渡邉 月３

 現代社会研究ⅢA・B 各2 坪田 水 ３

 文化人類学研究 A・B 各2 孫 水５

 行動計量学研究A・B 各2 坪田 火２ （津富先生後任）

 国際関係学演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 国際関係学演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

専

門

科

目

国 際 関 係 学 専 攻　共 通 科 目・専 門 科 目

授　業　科　目

国

際

政

治

・

開

発

研

究

分

野

４単位以上必要

共

通

科

目

国

際

社

会

・

文

化

研

究

分

野

専

門

科

目
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授業科目一覧（2024年度以後入学生）

研究

分野

年

次
単位 担当教員 曜日・時限 備考

 比較文化研究A・B 各2 冨澤 水３

 比較言語研究A・B 各2 長野 月３

 比較思想研究A・B 各2 木澤 水２

 日本文化研究A・B　☆ 各2 木澤 水３

 比較宗教研究A・B 各2 吉田真 水４

 日本文化史研究A・B　☆ 各2 今年度開講せず

 日本思想史研究A・B　☆ 各2 今年度開講せず

 日本文学研究ⅠA・B　＊ 各2 今年度開講せず

 日本文学研究ⅡA・B　＊☆ 各2 細川 月４

 日本文学史研究A・B　＊ 各2 鈴木 金２

 日本文学特殊研究A・B　＊ 各2 今年度開講せず

 日本語表現研究A・B　＊☆ 各2 今年度開講せず

 日本語表現特殊研究A・B　＊☆ 各2 澤﨑 木２

 日本語学研究ⅠA・B　＊☆ 各2 竹部 月５

 日本語学研究ⅡA・B　＊ 各2 今年度開講せず

 日中関係史研究A・B 各2 今年度開講せず

 日本語教育学研究ⅠA・B　★ 各2 今年度開講せず

 日本語教育学研究ⅡA・B　★ 各2 酒井 金３

 日本語教育演習　☆ 2 －

 日本文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 日本文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 アジア地域研究A・B 各2 塩崎 月４

 東洋思想史研究A・B 各2 今年度開講せず

 中国文化研究A・B 各2 美麗 金３

 現代中国研究A・B 各2 今年度開講せず

 韓国朝鮮社会文化研究A・B 各2 小針 木２

 韓国朝鮮史研究A・B 各2 小針 木１

 朝鮮半島政治外交研究A・B 各2 奥薗 水５

 東南アジア文化研究A・B 各2 米野 水４

 現代東南アジア研究A・B 各2 塩崎 火２

 ロシア文化研究A・B 各2 広岡 月４

 ロシア社会研究A・B 各2 今年度開講せず

 日露関係研究A・B 各2 堀内 火２

 東西文化交流史研究A・B 各2 今年度開講せず

 華僑・華人文化研究A・B 各2 奈倉 水３

 東南アジア民族学研究A・B 各2 今年度開講せず

 アジア文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 アジア文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

4単位以上

必修

日

本

文

化

研

究

分

野

専

門

科

目

共

通

科

目

ア

ジ

ア

文

化

研

究

分

野

専

門

科

目

比 較 文 化 専 攻 　共 通 科 目・専 門 科 目

授　業　科　目
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授業科目一覧（2024年度以後入学生）

研究

分野

年

次
単位 担当教員 備考 備考

 英米文化研究方法論A・B　＊ 各2 栗田･澤田 木２

 英米文学研究A・B　＊ 各2 米山 水４

 イギリス文化研究A・B　＊ 各2 有元 水５

 アメリカ文化研究A・B　＊ 各2 望戸 月５

 イギリス社会史研究A・B 各2 栗田 木３

 アメリカ社会史研究A・B 各2 望戸 水５

 英米社会文化研究A・B 各2 澤田 月３

 英語学研究A・B　＊☆ 各2 田村 金２

 英語意味論研究A・B　＊ 各2 田村 月４

 英語統語論研究A・B　＊ 各2 須田 月２

 言語機能論研究A・B　＊☆ 各2 長野 水３

 第二言語習得研究A・B　＊☆ 各2 寺尾 木１

 外国語教育研究A・B　＊☆ 各2 須田 月１

 アカデミック・イングリッシュⅠA・B ＊ 各2 ディハーン 水５

 アカデミック・イングリッシュⅡA・B ＊ 各2 リダン 火２

 英語教育演習 2 －

 英米文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 英米文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 ヨーロッパ文化研究ⅠA・B 各2 剣持 火１

 ヨーロッパ文化研究ⅡA・B 各2 橋川 月３

 ヨーロッパ思想研究ⅠA・B 各2 松森 火２

 ヨーロッパ思想研究ⅡA・B 各2 橋川 金３

 ヨーロッパ思想研究ⅢA・B 各2 ファイファー 水２

 フランス文学研究A・B 各2 西村 木1

 フランス文化研究ⅠA・B 各2 剣持 木３

 フランス文化研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 ドイツ文学研究A・B 各2 小谷 月３

 ドイツ文化研究ⅠA・B 各2 ファイファー 水５

 ドイツ文化研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 人間科学研究A 2 園田 木３

 人間科学研究B 2 橋本 木３

 スペイン文学研究A・B 各2 森 木２

 スペイン文化研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 スペイン文化研究ⅡA・B 各2 松森 火１

 ヨーロッパ文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 ヨーロッパ文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

ヨ
U

ロ
ッ

パ

文

化

研

究

分

野

専

門

科

目

英

米

文

化

研

究

分

野

専

門

科

目

比 較 文 化 専 攻 　共 通 科 目・専 門 科 目

授　業　科　目
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授業科目一覧（2023年度以前入学生）

授業科目一覧（2023年度以前入学生）

研究

分野

年

次
単位 担当教員 曜日・時限 備考

 国際政治学研究IA・B 各2 佐藤 水５

 国際政治学研究ⅡA・B 各2 山下 木３

 国際政治学研究ⅢA 2 小窪 水４

 国際政治学研究ⅢB 2 浜 水４

 中国政治外交研究A・B 各2 大野 水２

 朝鮮半島政治外交研究A・B 各2 奥薗 水５

 地域研究A・B 各2 山本 木５

 日本政治外交研究ⅠA・B 各2 前山 水２

 日本政治外交研究ⅡA・B 各2
A 今年度開講せず

B 森山
　B 後期木２

 ＥＵ政治研究A・B 各2 小窪 月５

 広域ヨーロッパ研究A・B 各2 浜 木４

 国際法研究ⅠA・B 各2 坂巻 火２

 国際法研究ⅡA・B 各2 石川 木３

 国際経済学研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際経済学研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際開発研究ⅠA・B 各2 飯野光 月２

 国際開発研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際金融研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際金融研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 国際経営研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際経営研究ⅡA・B 各2 宮崎 木４

 国際関係学演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 国際関係学演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 国際行動研究A・B 各2 高畑 金４

 国際社会研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 国際社会研究ⅡA・B 各2 石井 水２

 国際社会研究ⅢA・B 各2 二羽 月１

 国際社会研究ⅣA・B 各2 今年度開講せず

 コミュニケーション研究ⅠA・B　☆ 各2 今年度開講せず

 コミュニケーション研究ⅡA・B　☆ 各2 飯野勝
A 前期木２

B 前期木５

 現代社会研究ⅠA・B 各2 犬塚 月４

 現代社会研究ⅡA・B 各2 渡邉 月３

 現代社会研究ⅢA・B 各2 坪田 水３

 文化人類学研究ⅠA・B 各2 富沢 水３

 文化人類学研究ⅡA・B 各2 孫 水５

 行動計量学研究A・B 各2 坪田 火２ （津富先生後任）

 国際関係学演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 国際関係学演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

国

際

社

会

・

文

化

研

究

分

野

国 際 関 係 学 専 攻　専 門 科 目

国

際

政

治

・

開

発

研

究

分

野

授　業　科　目
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門
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目
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門
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目
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授業科目一覧（2023年度以前入学生）

研究

分野

年

次
単位 担当教員 曜日・時限 備考

 比較文化研究A・B 各2 冨澤 水３

 比較言語研究A・B 各2 長野 月３

 比較思想研究A・B 各2 木澤 水２

 日本文化研究A・B　☆ 各2 木澤 水３

 比較宗教研究A・B 各2 吉田真 水４

 日本文化史研究A・B　☆ 各2 今年度開講せず

 日本思想史研究A・B　☆ 各2 今年度開講せず

 日本文学研究ⅠA・B　＊ 各2 今年度開講せず

 日本文学研究ⅡA・B　＊☆ 各2 細川 月４

 日本文学史研究A・B　＊ 各2 鈴木 金２

 日本文学特殊研究A・B　＊ 各2 今年度開講せず

 日本語表現研究A・B　＊☆ 各2 今年度開講せず

 日本語表現特殊研究A・B　＊☆ 各2 澤﨑 木２

 日本語学研究ⅠA・B　＊☆ 各2 竹部 月５

 日本語学研究ⅡA・B　＊ 各2 今年度開講せず

 日中関係史研究A・B 各2 今年度開講せず

 日本語教育学研究ⅠA・B　★ 各2 今年度開講せず

 日本語教育学研究ⅡA・B　★ 各2 酒井 金３

 日本語教育演習　☆ 2 －

 日本文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 日本文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 アジア地域研究A・B 各2 塩崎 月４

 東洋思想史研究A・B 各2 今年度開講せず

 中国文学研究A・B 各2 美麗 金３

 現代中国研究A・B 各2 今年度開講せず

 韓国朝鮮社会文化研究A・B 各2 小針 木２

 韓国朝鮮史研究A・B 各2 小針 木１

 朝鮮半島政治外交研究A・B 各2 奥薗 水５

 東南アジア文化研究A・B 各2 米野 水４

 現代東南アジア研究A・B 各2 塩崎 火２

 ロシア文化研究A・B 各2 広岡 月４

 ロシア社会研究A・B 各2 今年度開講せず

 ロシア文学研究A・B 各2 今年度開講せず

 東西文化交流史研究A・B 各2 今年度開講せず

 華僑・華人文化研究A・B 各2 奈倉 水３

 東南アジア民族学研究A・B 各2 今年度開講せず

 アジア文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 アジア文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

比 較 文 化 専 攻 　共 通 科 目・専 門 科 目

4単位以上

必修
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授業科目一覧（2023年度以前入学生）

研究

分野

年

次
単位 担当教員 備考 備考

 英米文化研究方法論A・B　＊ 各2 栗田･澤田 木２

 英米文学研究A・B　＊ 各2 米山 水４

 イギリス文化研究A・B　＊ 各2 有元 水５

 アメリカ文化研究A・B　＊ 各2 望戸 月５

 イギリス社会史研究A・B 各2 栗田 木３

 アメリカ社会史研究A・B 各2 望戸 水５

 英米社会文化研究A・B 各2 澤田 月３

 英語学研究A・B　＊☆ 各2 田村 金２

 英語意味論研究A・B　＊ 各2 田村 月４

 英語統語論研究A・B　＊ 各2 須田 月２

 言語機能論研究A・B　＊☆ 各2 長野 水３

 第二言語習得研究A・B　＊☆ 各2 寺尾 木１

 外国語教育研究A・B　＊☆ 各2 須田 月１

 アカデミック・イングリッシュⅠA・B ＊ 各2 ディハーン 水５

 アカデミック・イングリッシュⅡA・B ＊ 各2 リダン 火２

 英語教育演習 2 －

 英米文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 英米文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員

 ヨーロッパ文化研究ⅠA・B 各2 剣持 火１

 ヨーロッパ文化研究ⅡA・B 各2 橋川 月３

 ヨーロッパ思想研究ⅠA・B 各2 松森 火２

 ヨーロッパ思想研究ⅡA・B 各2 橋川 金３

 ヨーロッパ思想研究ⅢA・B 各2 ファイファー 水２

 フランス文学研究A・B 各2 西村 木1

 フランス文化研究ⅠA・B 各2 剣持 木３

 フランス文化研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 ドイツ文学研究A・B 各2 小谷 月３

 ドイツ文化研究ⅠA・B 各2 ファイファー 水５

 ドイツ文化研究ⅡA・B 各2 今年度開講せず

 人間科学研究A 2 園田 木３

 人間科学研究B 2 橋本 木３

 スペイン文学研究A・B 各2 森 木２

 スペイン文化研究ⅠA・B 各2 今年度開講せず

 スペイン文化研究ⅡA・B 各2 松森 火１

 ヨーロッパ文化演習ⅠA・B 1 各1 指導教員

 ヨーロッパ文化演習ⅡA・B 2 各1 指導教員

 フィールドワーク 2 指導教員
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修 ⼠ 論 ⽂ 審 査 ・ 執 筆 要 項

修士論文審査・執筆要項
2023年2月21日

静岡県立大学大学院学則第39条、第48条及び第49条、静岡県立大学学位規程第5条、第2
0条、 国際関係学研究科規程第13条及び第14条に基づき、修士論文の審査及び執筆につ
いて以下の ように定める。

１．論文提出締切
3月修了予定者：1月16日（日曜、土曜の場合は前日または前々日）17:00
9月修了予定者：6月16日（土曜、日曜の場合は前日または前々日）17:00
とする。

２．提 出 先
事務局 学生室

３．使用言語
日本語または英語を原則とする。他の言語を使用する場合は研究科委員会で決定する。

４．長さの目安
日本語：40,000字以上 英文要旨（1,000 words 程度）をつけること。
英 語：20,000 words 以上 和文要旨（2,000字程度）をつけること。
他の言語：和文・英文に準じるものとし、和文要旨をつけること。
（注意：要旨は字数に算入しない。資料、図表、文献目録などについては指導教員の指示
に従う。）

５．書  式
A4縦長の用紙を使用し、原則として横組みにする。
余白は上下30ミリ、左右25ミリを標準とする。
文字の大きさは、12ポイントを標準とする。
日本語の場合には1頁に40字×30行、英語の場合には1頁に30行を標準とする。
＊縦書き原稿用紙使用の場合は、コピー・製本の段階でA4規格にする。

６．提出部数
合計4部：製本したもの 3部、未製本のもの（クリップ等で仮留めする。） 1部
＊未製本のものは図書館用
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修 ⼠ 論 ⽂ 審 査 ・ 執 筆 要 項

７．審  査
＜審査手続き＞
(1)論文審査員
論文審査員として、主査1名、副査2名を置く。

(2)口述審査
日程：
3月修了予定者：1月30日（日曜、土曜の場合は前日または前々日）
9月修了予定者：6月30日（日曜、土曜の場合は前日または前々日）

審査：
主査1名、副査2名によって、原則として日本語または英語を用いて行なう。
公開審査とするが、公開の対象を当面は学内に限る。
被審査者1名の持ち時間は60分程度とする（発表と質疑応答を含む）。

(3)再提出
口述審査において論文の再提出を指示された学生は、3月修了予定者は2月10日（日曜、

土曜の場合は前日または前々日）17:00までに、9月修了予定者は7月10日（日曜、土曜
の場合は前日または前々日）17:00までに、学生室へ再提出する。
再提出論文の審査については別途定めるが、この場合の評価はBまたはCとなる。

(4)不合格の場合
修士論文を提出し、口述審査を受け、研究科委員会で不合格の判定が確定した場合、
a）その学期の末日をもって在学期間が4年に達しない学生は、次学期以降、在学期間が4年
に達する以前に修士論文を改めて提出し、審査を受け、合格の評価を得れば、在学期間中の3
0単位以上の取得を確認した上で、修士課程の修了と学位としての「修士」の認定を得ること
ができる。
b）その学期の末日をもって在学期間が4年に達する学生は、学位としての「修士」を取得で
きず、退学となる。

＜審査基準＞
論文は主査1名、副査2名からなる論文審査員によって査読され、以下の審査項目を総合的
に判断して審査される。評価はA，B、C，Dの4段階で行われ、評価C以上が合格となる。

1． 研究テーマの設定が修士論文として妥当であること。
2． 先行研究が必要な限りで把握されており、それをふまえて論が展開されていること。
3． 当該研究領域の理論的見地または実証的見地から見て、独自性を有すること。
4． 当該研究領域における修士としての十分な知識、方法論を習得していること。
5． 問題意識に沿って、論旨が明確で一貫性があること。
6． 論文の記述が十分で、かつ形式面を含めた構成が適切であること。
7． 文献読解や調査研究に必要となる外国語能力が十分なレベルに達していること。
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修 ⼠ 論 ⽂ 審 査 ・ 執 筆 要 項

８．中間報告
3月修了予定者については10月の第1火曜日の午後に、9月修了予定者については原則

として4月の第4火曜日の午後に、それぞれ中間報告会を開催する。（時間・場所は研究科
委員会で確定する。）
修士論文提出予定者はその年度内に中間報告を行い、審査基準に照らした評価を受ける。

９．論文題目
論文題目及び変更届を学生室へ提出する。
題目届の提出期限：
3月修了予定者については5月31日（日曜、土曜の場合は前日または前々日）17:00
9月修了予定者については4月10日（日曜、土曜の場合は前日または前々日）17:00
とする。

変更届の提出期限：
3月修了予定者については10月31日（日曜、土曜の場合は前日または前々日）17:00
9月修了予定者については5月10日（日曜、土曜の場合は前日または前々日）17:00
とする。

特定の研究課題についての研究成果

大学院学則第48条の2および研究科規程第12条の2に基づき、「特定の研究課題についての研
究成果」の審査をもって修士論文の審査に代える場合には、「研究成果」の審査等について以下
の運用手続きならびに審査基準に従う。

＜運用手続き＞
（1）「特定の研究課題についての研究成果」をもって修士論文に代える場合は、その旨を修士

論文題目提出期限以前に研究科委員会に報告しなければならない。その際、研究課題が以
下に示す審査基準の1と3に合致したものであることを示さなければならない。

（2）修士論文と同一の日程で中間報告会を行なう。
（3）特定の研究課題についての研究成果は、目的・方法・分担・過程・結果を明確かつ詳細に

記した「課題研究報告書」を提出しなければならない。「課題研究報告書」は2万字程度を
目安とする。ただし、「課題研究報告書」に代えて、または、「課題研究報告書」に付して、
映像作品や制作物などを提出することも可能であり、体裁については主指導教員が個別に
判断する。これらの成果物を「課題研究報告書」に代えて提出する場合には、成果物につ
いての説明資料を添付しなければならない。

（4）「課題研究報告書」あるいは成果物の説明資料の図書館納入については、執筆者と主査の
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修 ⼠ 論 ⽂ 審 査 ・ 執 筆 要 項

希望に従うものとする。
（5）「課題研究報告書」等の提出および再提出の締切日時は修士論文と同一とする。
（6）主査1名と副査2名が「課題研究報告書」等の提出物を審査し、修士論文と同一の日程で

公開の口述審査をおこなう。

＜審査基準＞
特定の研究課題についての研究成果は、主査1名、副査2名からなる審査員によって、修士
論文の「審査基準」に準じて設定された以下の審査項目を総合的に判断して審査される。
評価 はA，B，C，Dの4段階で行われ、評価C以上が合格となる。

1. 研究テーマの設定が修士論文に準じるものとして妥当であり、学術的、実践的・実
務的、あるいは、社会的・現代的な意義を有すること。

2. 実務的知見や関連する資料、実例、文献等についての独自の調査に基づいて論が展
開されていること。

3. 研究成果が、国際関係または比較文化の分野における新規性、社会的な有用性、あ
るいは、課題の解決に対する貢献の可能性を有すること。

4. 研究課題についての基礎となる専門的な知識が充分であり、研究方法が適切である
こと。

5. 問題意識に沿って、論旨が明確で一貫性があり、結論が模索されていること。
6. 研究成果が充分かつ明確に示され、論旨の展開や文章表現等が妥当であること。
7. 研究の倫理が守られていること。
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年次 ⽇程（予定） 標準⽇程 内容 備考
4⽉8⽇（⽉）13:00〜 研究科ガイダンス 3108号室で開催

4⽉9⽇（⽕） ⼊学式

4⽉ 指導開始時 指導教員と学⽣の学修・研究計画相談

1)コースワーク・ルーブリックの説明・共有
2) 研究指導と授業履修の⽅針の相談
3)「演習」⽇程や「フィールドワーク」の相談
他

＊4⽉頭に確定、掲⽰ 前期履修登録期限（開始は4⽉5⽇（⾦ ）の予
定）

学⽣がユニバーサル・パスポートで登録

指導教員届提出

国際関係学研究科修⼠論⽂指導（演習Ⅰ）
実施⽇時届出書提出

指導教員と学⽣が相談して決定の上、教員が提
出   ＊「フィールドワーク」関連の届は必要な
時に提出

8⽉13⽇（⽕）17:00  8⽉の第2⽕曜⽇
前期コースワーク・ルーブリック表提出期
限

指導教員と学⽣がともに評価を⾏い、教員が電
⼦ファイルで提出

10⽉ 指導開始時 指導教員と学⽣の学修・研究計画相談

1)コースワーク・ルーブリックの説明・共有
2) 研究指導と授業履修の⽅針の相談
3)「演習」⽇程や「フィールドワーク」の相談
他

10⽉1⽇（⽕）午後 10⽉の第1⽕曜⽇の午後 専攻ミーティング（修⼠論⽂中間報告会後に実施
予定）

修⼠論⽂の審査説明、研究倫理講習、キャリア
ガイダンス等を予定

未定（10⽉中旬の⾒通し） ＊9⽉頭に確定、掲⽰ 後期履修登録期限 学⽣がユニバーサル・パスポートで登録

2⽉18⽇（⽕）17:00 2⽉の第3⽕曜⽇
後期コースワーク・ルーブリック表提出期
限

指導教員と学⽣がともに評価を⾏い、教員が電
⼦ファイルで提出

年次 ⽇程（予定） 標準⽇程 内容 備考
4⽉8⽇（⽉）13:00〜 研究科ガイダンス
4⽉10⽇（⽔）17:00 4⽉10⽇： ⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合

は前⽇または前々⽇ 9⽉修了予定者：論⽂題⽬提出期限

4⽉ 指導開始時 指導教員と学⽣の学修・研究計画相談

1) 研究指導と授業履修の状況確認と相談
2) 修⼠論⽂執筆に向けてのリサーチワークの⽅
針相談
3) リサーチワーク・ルーブリックの説明・共有

4⽉23⽇（⽕）午後 4⽉の第4⽕曜⽇の午後 9⽉修了予定者：中間報告会

＊4⽉頭に確定、掲⽰ 前期履修登録期限（開始は4⽉5⽇（⾦ ）の予
定）

学⽣がユニバーサル・パスポートで登録

指導教員変更届提出 変更がある場合のみ

国際関係学研究科修⼠論⽂指導（演習Ⅱ）
実施⽇時届出書提出

指導教員と学⽣の相談で決定の上、教員が提出
＊「フィールドワーク」関連の届は必要な時に
提出

5⽉10⽇（⾦）17:00 5⽉10⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合は
前⽇または前々⽇ 9⽉修了予定者：論⽂題⽬変更届提出期限

5⽉31⽇（⾦）17:00 5⽉31⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合は
前⽇または前々⽇ 3⽉修了予定者：論⽂題⽬提出期限

6⽉14⽇（⾦）17:00 6⽉16⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合は
前⽇または前々⽇ 9⽉修了予定者：論⽂提出締め切り

6⽉28⽇（⾦） 6⽉30⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合は
前⽇または前々⽇ 9⽉修了予定者：⼝述審査

7⽉10⽇（⽔）17:00 7⽉10⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合は
前⽇または前々⽇ 9⽉修了予定者：論⽂再提出締め切り

10⽉ 指導開始時 指導教員と学⽣の学修・研究計画相談
修⼠論⽂完成に向けてのリサーチワークの進捗
確認・⽅針相談など

10⽉1⽇（⽕）午後 10⽉の第1⽕曜⽇の午後 3⽉修了予定者：中間報告会

10⽉1⽇（⽕）午後 専攻ミーティング（修⼠論⽂中間報告会後に実施
予定）

修⼠論⽂の審査説明、研究倫理講習、キャリア
ガイダンス等を予定

未定（10⽉中旬の⾒通し） ＊9⽉頭に確定、掲⽰ 後期履修登録期限 学⽣がユニバーサル・パスポートで登録

10⽉15⽇（⽕）17:00 10⽉の第3⽕曜⽇
中間報告終了後のリサーチワーク・ルーブリッ
ク表提出期限

指導教員と学⽣がともに評価を⾏い、教員が電
⼦ファイルで提出

2024年度 国際関係学研究科 研究指導計画 

4⽉23⽇（⽕）17:00

4⽉23⽇（⽕）17:00

１
年
次
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
中
心

文
献
理
解
能
力
と
研
究
報
告
能
力
の
鍛
錬

専
門
的
知
識
と
研
究
の
方
法
論
の
修
得

２
年
次

リ
サ
ー
チ
ワ
ー
ク
中
心

適
切
な
研
究
テ
ー
マ
設
定
＋
一
貫
し
た
論
旨
の
展
開
＋
先
行
研
究
の
把
握
に
基
づ
く
独
自
の
研
究
を
提
示
・

展
開
す
る

修
士
論
文
の
執
筆

（
＊
「
特
定
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
」
を
も
っ
て
修
士
論
文
に
代
え
る
こ
と
も
可
能
）

28



10⽉31⽇（⽊）17:00 10⽉31⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合
は前⽇または前々⽇ 3⽉修了予定者：論⽂題⽬変更届提出期限

1⽉16⽇（⽊）17:00 1⽉16⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合は
前⽇または前々⽇ 3⽉修了予定者：論⽂提出締め切り

1⽉30⽇（⽊） 1⽉30⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合は
前⽇または前々⽇ 3⽉修了予定者：⼝述審査

2⽉10⽇（⽉）17:00 2⽉10⽇：⼟曜・⽇曜・祝⽇の場合は
前⽇または前々⽇ 3⽉修了予定者：論⽂再提出締め切り

2⽉10⽇（⽉）17:00 2⽉の第2⽕曜⽇
⼝述審査終了後のリサーチワーク・ルーブリッ
ク表提出期限

指導教員と学⽣がともに評価を⾏い、教員が電
⼦ファイルで提出

3⽉19⽇（⽔） 学位記授与式

適
切
な
研
究
テ
ー
マ
設
定
＋
一
貫
し
た
論
旨
の
展
開
＋
先
行
研
究
の
把
握
に
基
づ
く
独
自
の
研
究
を
提
示
・

（
＊
「
特
定
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
」
を
も
っ
て
修
士
論
文
に
代
え
る
こ
と
も
可
能
）
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2024 年度 研究科 共通科目・専門科目 シラバス 

＊授業科目一覧の順になっています 

＊演習科目は入っていません 
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研究科規程 

静岡県立大学大学院国際関係学研究科規程

平成19年４月１日 規程第66号 

最終改正 令和４年４月１日 

 （趣旨） 

第１条 静岡県立大学大学院国際関係学研究科（以下「研究科」という｡）に関する事

項については、静岡県立大学大学院学則及び静岡県立大学学位規程に定めるものの

ほか、この規程の定めるところによる。 

（課程及び専攻） 

第２条 研究科の課程は、修士課程とする。 

２ 研究科に、国際関係学専攻及び比較文化専攻を置く。 

３ 各専攻に専攻長を置く。 

 （教育方法） 

第３条 修士課程の教育は、授業科目の授業及び修士論文等の作成に対する指導によ

って行うものとする。 

 （研究指導） 

第４条 研究科において、教育研究上有益と認めるときは、研究科委員会の議を経

て、修士課程の学生が他大学の大学院又は研究所等において必要な研究指導を受け

ることを認めることができる。 

２ 前項の規定により受けた研究指導は、研究科委員会において審査の上、研究科に

おいて受けた研究指導とみなすことができる。 

 （授業科目及び単位数） 

第５条 研究科の授業科目及び単位数は、大学院学則の別表（一）国際関係学研究科

（修士課程）のとおりとする。 

（単位の計算方法） 

第６条 授業科目の単位計算方法は、１時間の講義に対し２時間の準備学修を要する

ものとし、毎週１時間15週の講義をもって１単位とする。 

 （指導教員） 

第７条 学生の履修及び研究等を指導するために、研究科長は研究科委員会の議に基

づき、学生ごとに指導教員を定める。 

２ 指導教員は、研究科担当の専任教授とする。ただし、必要があるときは、准教授

とすることができる。 

 （授業科目の履修） 

第８条 学生は、授業科目の履修に当たっては、授業担当教員の承認を受けた上で、

指定する期日までに所定の様式により申告しなげればならない。 

（単位修得の認定） 

第９条 授業科目の単位修得の認定は、口答又は筆答の試験若しくは研究報告の審査

により、授業担当教員が行う。 



研究科規程 

２ 前項に規定する単位修得の認定は、各授業科目の授業の終了する学期末に行う。

ただし、特別の事情があるときは、その期日を変更することができる。 

（成績の評価） 

第10条 授業科目の成績は、優、良、可及び不可の４段階に評価し、可以上を合格と

する。 

（単位修得の証明） 

第11条 研究科長は、単位を修得した学生が願い出た場合には、単位修得証明書を交

付するものとする。 

 （修了要件） 

第12条 修士課程の修了の要件は、在学期間中に大学院学則の別表（一）国際関係学研

究科（修士課程）の定めるところに従って、所定の単位以上修得し、かつ、必要な研

究指導を受けた上、修士論文の審査及び試験に合格することとする。また、これら

に加えて、研究科が定めるルーブリックを用いた評価を受けなければならない。 

２ 前項の修士論文の審査については、修士課程の目的に応じ適当と認めるときは、

特定の研究課題についての研究成果の審査をもって代えることができる。 

 （学位論文の提出） 

第13条 修士課程の学位論文は、指導教員の承認を得て、研究科委員会の定める期日

までに提出しなければならない。 

（学位論文の審査及び最終試験） 

第14条 学位論文の審査及び最終試験は、研究科委員会において選出された論文審査

員が行う。 

２ 最終試験は、審査した学位論文を中心として、これに関連する授業科目及び外国

語科目について口答又は筆答により行う。 

３ 学位論文及び最終試験についての合格又は不合格の認定は、研究科委員会が論文

審査員の報告に基づいて行う。 

 （学位の授与） 

第15条 修士課程の修了者には、静岡県立大学学位規程の定めるところにより、修士

（国際関係）又は修士（比較文化）の学位を授与する。 

（雑則） 

第16条 この規程に定めるもののほか、研究科に関し必要な事項は、研究科委員会が

定める。 

附 則 

この規程は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和４年４月１日から施行する。 
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